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丹
波
竜
下
あ
ご
化
石
発
見 

               兵
庫
県
立
人
と
自
然
の
博
物
館
（
人
博
）
は

６
月
23
日
、
山
南
町
上
滝
の
丹
波
竜
化
石
発

掘
第
１
次
調
査
の
ブ
ロ
ッ
ク
（
岩
の
塊
）
か
ら

丹
波
竜
の
下
あ
ご
の
化
石
を
発
見
し
た
と
発

表
し
ま
し
た
。
 

見
つ
か
っ
た
あ
ご
の
骨
は
長
さ
約
18
セ
ン

チ
、
高
さ
約
６
セ
ン
チ
、
厚
さ
約
１
・
５
セ
ン

チ
の
板
状
で
、
先
端
部
に
は
歯
が
生
え
て
い
た

跡
の
穴
が
６
個
残
っ
て
お
り
、
下
あ
ご
全
体
の

長
さ
は
約
40
セ
ン
チ
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
竜

脚
恐
竜
の
あ
ご
の
骨
が
見
つ
か
る
の
は
国
内

初
め
て
で
、
世
界
的
に
も
貴
重
な
発
見
と
さ
れ
 

       
て
い
ま
す
。
下
あ
ご
化
石
発
見
を
聞
い
た
里
づ

く
り
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
の
一
人
は
「
次
々
と

新
し
い
化
石
の
発
見
が
発
表
さ
れ
る
こ
と
は

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
立
場
と
し
て
は
大
い

に
歓
迎
し
た
い
」、
ま
た
発
掘
現
場
で
案
内
を

担
当
す
る
ス
タ
ッ
フ
か
ら
は
「
見
学
者
か
ら
よ

く
あ
る
質
問
に
、
脚
の
骨
の
未
発
見
が
あ
り
ま

す
が
、
脚
の
骨
の
発
見
よ
り
、
あ
ご
の
骨
の
発

見
の
方
が
価
値
が
あ
る
の
で
は
。
ひ
ょ
っ
と
し

た
ら
丹
波
竜
の
頭
の
形
、
顔
の
形
の
推
測
に
役

立
つ
の
で
は
」
と
今
後
の
研
究
に
期
待
し
て
い

ま
し
た
。
 

                 

化
石
発
見
６
周
年
記
念 

夏
ま
つ
り 

   

＆ 
 

総
お
ど
り
大
会 

           
 

     上
久
下
自
治
協
議
会
は
８
月
４
日
（
土
）、

元
気
村
及
び
そ
の
周
辺
で
丹
波
竜
化
石
発
見

６
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
（
第
１
部
）
と
か
み
く

げ
夏
ま
つ
り
総
お
ど
り
大
会
（
第
２
部
）
を
同

日
昼
夜
に
開
催
し
ま
す
。
 

１
部
の
記
念
イ
ベ
ン
ト
は
午
前
10
時
30

分
か
ら
午
後
２
時
30
分
ま
で
と
し
、
化
石
発

掘
大
会
や
化
石
レ
プ
リ
カ
づ
く
り
、
発
電
所
跡

記
念
館
２
階
で
の
「
せ
せ
ら
ぎ
喫
茶
」
な
ど
を

行
い
ま
す
。
 

そ
の
ほ
か
、
今
回
６
回
目
の
発
掘
で
一
時
中

断
と
発
表
さ
れ
た
発
掘
現
場
で
の
地
層
、
断
層
、

岩
石
な
ど
の
学
習
や
川
遊
び
、
写
真
撮
影
、
写

生
ら
ピ
ク
ニ
ッ
ク
気
分
を
味
わ
っ
た
り
、
人
博

研
究
員
、
丹
波
市
長
や
発
見
者
ら
に
よ
る
「
河

床
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
」
な
ど
企
画
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
元
気
村
多
目
的
展
示
施
設
内
で
は
読
売

新
聞
主
催
の
夏
休
み
自
由
研
究
「
天
体
望
遠
鏡

づ
く
り
」
を
40
名
（
２
班
）
の
募
集
定
員
で

行
い
ま
す
。
読
売
新
聞
社
か
ら
優
秀
作
品
に
金

メ
ダ
ル
が
贈
呈
さ
れ
ま
す
。
 

 ２
部
の
「
夏
ま
つ
り
総
お
ど
り
大
会
」
は
今

回
初
め
て
の
企
画
で
、
か
み
く
げ
地
域
の
皆
さ

ん
が
一
緒
に
な
っ
て
夏
の
暑
さ
を
吹
っ
飛
ば

す
盆
踊
り
大
会
を
元
気
村
広
場
で
開
催
し
ま

す
。時
間
は
午
後
７
時
か
ら
９
時
30
分
ま
で
。 

各
自
治
会
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
バ
ザ
ー
出

店
が
あ
り
、
お
ど
り
の
輪
に
は
丹
波
竜
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
ち
ー
た
ん
も
特
別
参
加
し
て
く
れ

ま
す
。
太
田
自
治
会
員
協
力
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

な
音
響
装
置
と
、
北
太
田
自
治
会
提
供
の
や
ぐ

ら
の
上
で
の
太
鼓
の
生
演
奏
に
合
わ
せ
て
み

ん
な
で
楽
し
く
お
ど
り
の
輪
（
和
）
を
つ
く
り

ま
し
ょ
う
！
 

当
日
は
元
気
村
へ
の
車
の
乗
り
入
れ
が
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
と
元

気
村
間
を
繰
り
返
し
運
行
す
る
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

  

か
み
く
げ
恐
竜
の
里
新
聞

か
み
く
げ
恐
竜
の
里
新
聞

平
成
24
年
７
月
20
日
 
 
発
行
：
上
久
下
恐
竜
の
里
づ
く
り
協
議
会

第47号

上久下
地域づくり 
センター 
0795 78 0001

河床トークショーの会場

―
―
―
 
８
月
の
予
定
―
―

 

◆
８
月
４
日
（
土
）
化
石
発
見
６
周
年
期

念
イ
ベ
ン
ト
と
夏
ま
つ
り
総
踊
り

元
気
村 

◆
８
月
10
日
（
金
）
里
づ
く
り
協
議
会
例

会
 
午
後
７
時
30
分
〜 

◆
８
月
12
日
（
日
）
ふ
れ
あ
い
劇
場
映
画

会
 
午
後
１
時
30
分
〜
 
  

◆
８
月
24
日
（
金
）
自
治
会
長
会
 
午
後

７
時
30
分
〜
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こ
ど
も
た
ち
と
の
交
流 

 
元
気
村
か
み
く
げ
野
菜
部
会 

  企
業
組
合
元
気
村
か
み
く
げ
野
菜
部
会

（
10
名
）
は
、
６
月
27
日
、
上
久
下
小
学

校
５
年
生
児
童
、
11
名
と
青
田
の
田
ん
ぼ（
約

10
ａ
）
を
借
り
、
黒
豆
の
移
植
作
業
を
通
じ

て
交
流
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
の
営
農
指
導
員
竹
村

氏
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
ポ
ッ
ト
苗
か
ら
本

田
に
一
本
一
本
て
い
ね
い
に
移
植
作
業
を
行

い
ま
し
た
。
前
日
の
雨
で
田
ん
ぼ
に
は
じ
ゅ
る

田
の
と
こ
ろ
が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
は
歓
声
を

上
げ
な
が
ら
、
裸
足
で
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

約
２
時
間
で
作
業
は
終
了
し
ま
し
た
が
、
子
ど
 

                    

 も
た
ち
は
初
め
て
の
経
験
で
と
て
も
楽
し
そ

う
で
し
た
。
10
月
に
は
枝
豆
と
し
て
み
ん
な

で
試
食
で
き
る
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

（
野
菜
部
会
Ｙ
・
Ｙ
）
 

 
通
学
路
の
安
全
確
保
を 

 

県
民
局
長
に
要
望 

  
上
久
下
小
学
校
の
通
学
路
で
ま
だ
歩
道

が
な
く
、
危
険
な
個
所
が
数
か
所
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
第
一
に
考
え
、
県
と
し

て
対
策
を
講
じ
る
よ
う
６
月
28
日
、
梅
谷
県

民
局
長
に
要
望
し
ま
し
た
。
 

要
望
の
内
容
は
通
学
路
全
線
で
歩
道
を
完

備
す
る
こ
と
。
こ
れ
が
出
来
る
ま
で
の
暫
定
処

置
と
し
て
歩
行
者
が
歩
け
る
幅
、
約
40
セ
ン

チ
を
確
保
し
、
こ
の
部
分
を
歩
行
者
用
と
し
て

カ
ラ
ー
舗
装
を
実
施
す
る
な
ど
の
要
望
で
す
。

自
治
協
議
会
長
、
自
治
会
長
会
正
副
会
長
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
長
が
県
民
局
長
に
対
し
て
危
険
箇
所

を
写
真
を
使
っ
て
丁
寧
に
説
明
し
、
県
と
し
て

も
検
討
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

自
治
協
議
会
で
は
「
自
分
た
ち
で
出
来
る
こ

と
」
の
一
つ
と
し
て
手
づ
く
り
の
恐
竜
看
板
を

里
づ
く
り
協
の
メ
ン
バ
ー
で
制
作
し
、
運
転
者

に
注
意
を
喚
起
さ
せ
る
文
字
を
い
れ
て
危
険

箇
所
に
立
て
る
こ
と
も
徐
々
に
実
施
し
て
い

き
ま
す
。
 

  自
治
会
ト
ピ
Ḕ
ク
ス 

◆
姫
ボ
タ
ル
ま
つ
り
太
田
・
慧
日
寺 

 

６
月
30
日
と
７
月
７
日
の
２
週
間
連
続
、

太
田
の
慧
日
寺
境
内
で
姫
ボ
タ
ル
ま
つ
り
（
実

行
委
員
会
主
催
）
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

梅
雨
の
最
中
で
し
た
が
、
ま
ず
ま
ず
の
天
候

に
恵
ま
れ
、
遠
く
か
ら
訪
れ
た
約
５
０
０
名
の

お
客
様
は
１
秒
間
に
２
度
、
チ
カ
チ
カ
と
強
い

光
を
点
滅
さ
せ
る
神
秘
に
満
ち
た
姫
ボ
タ
ル

を
観
察
で
き
、
感
動
し
、
満
足
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
 

姫
ボ
タ
ル
は
太
田
以
外
に
も
青
田
、
広
田
、

阿
草
、
畑
内
、
北
太
田
に
も
生
息
し
て
お
り
、

他
の
自
治
会
内
で
も
発
見
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。
上
久
下
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
象
徴
す

る
貴
重
な
環
境
資
源
の
一
つ
と
し
て
皆
が
関

心
を
持
ち
、
い
つ
ま
で
も
守
り
続
け
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。（
太
田
自
治
会
 
Ｋ
・
Ｎ
）
 

              
 

◆
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
開
催 

６
月
24
日
、
平
成
24
年
球
技
ま
つ
り
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
中
央
グ
ラ
ン
ド
に
て

行
わ
れ
ま
し
た
。
雨
の
心
配
も
あ
り
ま
し
た
が

天
候
に
恵
ま
れ
、
無
事
終
了
し
ま
し
た
。
 

東
の
勝
者
、
太
田
自
治
会
、
西
の
勝
者
、
下

滝
自
治
会
の
決
勝
戦
と
な
り
、
接
戦
の
末
、
太

田
自
治
会
が
15
対
12
で
下
滝
自
治
会
に
勝

利
し
ま
し
た
。
な
お
、
太
田
自
治
会
、
下
滝
自

治
会
は
８
月
26
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
る
町

大
会
に
出
場
し
ま
す
。
 

 お
知
ら
せ 

◆
元
気
村
か
ら 

８
月
の
元
気
村
か
み
く
げ
は
従
来
の
土
、
日
、

祝
日
の
み
の
営
業
に
加
え
、
11
日
（
土
）
か

ら
19
日
（
日
）
ま
で
を
連
続
し
て
オ
ー
プ
ン

し
て
、
夏
休
み
を
利
用
し
た
家
族
連
れ
や
団
体

客
へ
の
対
応
を
い
た
し
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん

に
も
野
菜
販
売
や
化
石
発
掘
体
験
な
ど
帰
省

の
ご
家
族
ら
と
一
緒
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

 
◆
᷷
ふ
れ
あ
い
劇
場

か᷸
ら 

８
月
の
映
画
会
は
12
日
（
日
）
に
予
定
し

て
い
ま
す
が
、
毎
回
の
参
加
者
 
か
ら
の
希

望
も
あ
り
今
回
は
昼
間
の
時
間
に
オ
ー
プ
ン

し
ま
す
。
午
後
１
時
30
分
か
ら
の
上
映
と
し

ま
す
。
夜
は
足
元
が
悪
く
、
出
に
く
い
方
で
も

昼
間
は
出
か
け
易
い
と
い
わ
れ
る
方
々
の
ご

来
場
を
お
待
ち
し
ま
す
。
映
画
の
タ
イ
ト
ル
は

後
日
、
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
放
送
に

て
ご
案
内
し
ま
す
。
 

◆
自
治
会
長
会
か
ら 

山
南
町
内
の
中
学
校
統
合
問
題
が
浮
上
し

て
き
ま
し
た
。
統
合
に
向
け
た
組
織
づ
く
り
と

し
て
上
久
下
か
ら
次
の
メ
ン
バ
ー
に
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
 

 
学
校
教
育
に
関
し
識
見
を
有
す
る
も

の
：
門
脇
靖
巖
、
斎
藤
尚
志
氏
 

 
山
南
地
域
の
自
治
会
を
代
表
す
る
も

の
：
柳
川
瀬
義
輝
、
中
西
邦
雄
氏
 


